
オフィスエリアにＬＥＤ
ベースライトを採用（Ｉ
ＤＥＣ滝野事業所）

節
電
で
存
在
感
増
す

次世代照明地球を守る先進の光

生産効率向上がカギ

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
明
か
り

有
機
Ｅ
Ｌ
の
明
か
り

パナソニック電工の有
機ＥＬパネル試作品

技術革新、より安価に

電
球
市
場
を
席
巻

直
管
型
に
も
注
目

付
加
価
値
高
い
シ
ー
リ
ン
グ
ラ
イ
ト

　
今
夏
、
東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
し
た
電
力
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
全
国
各
地
で
節
電
へ
の
関
心
が
高
ま

っ
た
。
多
く
の
オ
フ
ィ
ス
や
家
庭
で
は
空
調
の
設
定
温
度
を
抑
え
る
と
と
も
に
、
こ
ま
め
に
照
明
を
消
す
な
ど
の

行
動
が
心
が
け
ら
れ
た
。
一
方
で
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
へ
の
更
新
に
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
空
調
設
備
に
比

べ
て
安
価
な
コ
ス
ト
で
手
軽
に
導
入
で
き
る
と
し
て
、
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
を
は
じ
め
と
す
る
高

効
率
照
明
の
引
き
合
い
は
堅
調
だ
。
特
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
技
術
革
新
と
価
格
低
下
は
日
進
月
歩
で
あ
り
、
照
明
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
百
年
に
一
度
と
も
表
現
さ
れ
る
一
大
商
機
。
照
明
器
具
メ
ー
カ
ー
各
社
も
普
及
拡
大
を
進
め
よ
う

と
販
売
を
積
極
化
し
て
い
る
。今

年
は
量
産
元
年

コ
ス
ト
減
続
け
る

ポイントは熱対策
　ＬＥＤは電流を多く流せば明
るさを高めることができる。電
流を多く流すと熱も発生するた
め、放熱機構などの熱対策は商
品設計の重要ポイントの一つ
だ。約４万時間という寿命を決
める要因もＬＥＤ素子周辺の樹
脂や電源部分に使われる電子部
品が熱により劣化するためとも
指摘される。
　ＬＥＤ素子で性能向上を求め
ていった時にカギを握るのは、
ＧａＮ（窒化ガリウム）基板の
採用だ。現在主流となっている
サファイア基板は低コストだ
が、光への変換容量に限界があ
る。このため、ある一定の電流
以上を流しても、ほとんどが熱
に変換されてしまう。
　ＧａＮは熱伝導度や導電性が
高く、光の取り出し効率をサフ

ァイア基板以上に高められる。
ただ高価で、ウェハーサイズも
２ が主流と小さいため、大量
生産に適さないことが難点だ。
　住友電気工業は 年に６ Ｇ
ａＮ基板 写真 の量産に成功。
さらに低コスト生産を図るため
仏社と共同開発に取り組んでい
る。ウェハーの大口径化に伴い
ＬＥＤ製造プロセスの生産効率
も高まる。これによりＧａＮ基
板を使った、より明るいハイパ
ワーＬＥＤ素子の生産コストは
大幅に改善されると見られ、照
明用でも市場が広がりそうだ。

２０１１年 平成２３年 ９月１３日 火曜日 　　　　 　（ ）　　【全面広告】

　
地
球
温
暖
化
対
策
と
し

て
、
世
界
各
国
で
二
酸
化
炭

素

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削
減

の
た
め
、
電
力
消
費
量
が
多

く
短
寿
命
で
あ
る
白
熱
電
球

の
廃
止
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。
国
内
で
は
東
芝
ラ
イ
テ

ッ
ク
な
ど
す
で
に
生
産
を
中

止
し
た
メ
ー
カ
ー
も
あ
り
、

２
０
１
２
年
を
め
ど
に
特
殊

用
途
や
代
替
で
き
な
い
機
能

の
品
を
除
く
一
般
電
球
の
生

産
は
大
幅
縮
小
の
方
向
に
あ

る
。

　
当
初
、
代
替
品
の
一
番
手

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
の

は
電
球
型
蛍
光
灯
だ
。
価
格

も
数
百
円
か
ら
と
手
ご
ろ
で

寿
命
は
白
熱
電
球
の
６
―

倍
超
。
白
熱
電
球
に
比
べ
て

発
光
効
率
が
４
倍
以
上
あ
り

７
―
８
割
の
省
エ
ネ
効
果
が

得
ら
れ
る
こ
と
か
ら
順
調
に

市
場
が
拡
大
し
た
。

　
こ
の
電
球
型
蛍
光
灯
を
猛

追
し
て
い
る
の
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電

球
と
な
る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
は

寿
命
は
白
熱
電
球
の

倍
、

発
光
効
率
は
白
熱
電
球
比
６

倍
以
上
で
９
割
の
省
エ
ネ
効

果
が
期
待
で
き
る
。
し
か
し

数
年
前
ま
で
は
価
格
が
数
千

円
台
後
半
か
ら
と
高
価
で
、

明
か
り
と
し
て
の
機
能
も
大

き
く
劣
っ
て
い
た
。

　
し
か
し

年
に
シ
ャ
ー
プ

が
低
価
格
品
で
市
場
に
参
入

し
て
以
来
、
価
格
競
争
が
激

化
。
こ
の
１
年
の
間
に
も
最

大
３
分
の
１
程
ま
で
価
格
下

落
が
あ
っ
た
。
直
近
で
は
大

手
ブ
ラ
ン
ド
で
も
前
モ
デ
ル

の
製
品
で
あ
れ
ば
量
販
店
で

千
数
百
円
程
度
で
手
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
は
価
格
に
加

え
て
、
明
か
り
と
し
て
の
機

能
も
進
化
し
て
い
る
。
明
る

さ
を
得
る
た
め
の
光
束

光

の
取
り
出
し
量

、
照
ら
し

た
時
の
対
象
物
の
見
え
方
で

あ
る
演
色
性
、
直
進
性
の
強

い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
光
を
い
か
に
分
散

で
き
る
か
と
い
う
配
光
特
性

な
ど
。
白
熱
電
球
や
蛍
光
灯

と
い
っ
た
従
来
光
源
と
は
異

な
り
、
レ
ン
ズ
や
放
熱
機
構

な
ど
技
術
力
や
開
発
力
が
必

要
と
さ
れ
る
部
位
は
多
い
。

そ
れ
だ
け
に
各
社
の
製
品
に

は
個
性
が
現
れ
て
い
る
。

　
現
時
点
で
白
熱
電
球
置
き

換
え
の
選
択
肢
に
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ

電
球
、
電
球
型
蛍
光
灯
の
両

者
が
挙
が
る
。
長
期
的
に
は

Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
に
費
用
対
効
果

で
軍
配
は
上
が
る
が
喫
緊
の

節
電
対
策
で
あ
れ
ば
、
初
期

費
用
の
点
か
ら
電
球
型
蛍
光

灯
が
優
位
と
も
見
え
る
。

　
し
か
し
今
後
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電

球
の
価
格
は
さ
ら
に
低
下
が

見
込
ま
れ
る
。
機
能
の
違
い

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
商
品
を
同

等
に
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
新
規
参
入
メ
ー
カ
ー
や

流
通
系
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ

ン
ド
商
品
の
一
部
で
は
定
価

が
１
０
０
０
円
を
切
る
商
品

も
出
て
き
た
。

　
白
熱
電
球
と
同
じ
よ
う
に

全
方
位
を
照
ら
せ
、
密
閉
型

器
具
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

な
る
な
ど
商
品
の
革
新
が
Ｌ

Ｅ
Ｄ
電
球
の
普
及
を
進
ま
せ

る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な

い
。
震
災
直
後
の
４
月
に
は

省
エ
ネ
照
明
の
イ
メ
ー
ジ
を

背
景
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
は
電
球

型
蛍
光
灯
の
販
売
台
数
を
抜

き
、
６
月
に
は
白
熱
電
球
を

も
抜
い
て
、
電
球
市
場
の
ト

ッ
プ
商
品
に
躍
り
出
た
。

　
店
舗
、
オ
フ
ィ
ス
な
ど
で

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
対
す
る
ニ

ー
ズ
は
、
天
井
埋
め
込
み
型

の
補
助
照
明
と
し
て
の
ダ
ウ

ン
ラ
イ
ト
か
ら
主
照
明
と
し

て
蛍
光
灯
代
替
の
ベ
ー
ス
ラ

イ
ト
へ
と
広
が
っ
て
い
る
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
専
用
灯
具
に
よ
る
ベ

ー
ス
ラ
イ
ト
が
相
次
い
で
商

品
化
さ
れ
る
一
方
で
、
既
存

の
蛍
光
灯
器
具
を
活
用
で
き

る
と
触
れ
込
ん
だ
直
管
型
Ｌ

Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
に
も
関
心
が
寄

せ
ら
れ
た
。

　
直
管
型
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
は

蛍
光
灯
に
比
べ
て
消
費
電
力

を
半
分
に
抑
え
ら
れ
、
寿
命

も
４
万
時
間
と
長
い
。
手
軽

に
採
用
で
き
る
と
し
て
公
共

施
設
で
も
採
用
例
が
現
れ
た

反
面
、
問
題
も
発
生
し
た
。

新
興
・
海
外
メ
ー
カ
ー
製
品

の
一
部
で
蛍
光
灯
口
金
と
の

互
換
が
不
十
分
だ
っ
た
り
、

衝
撃
や
振
動
で
落
下
す
る
危

険
性
が
見
つ
か
っ
た
。

　
こ
の
た
め
日
本
電
球
工
業

会
は

年

月
に
統
一
の
安

全
規
格
を
策
定
。
パ
ナ
ソ
ニ

ッ
ク
や
東
芝
が
相
次
い
で
規

格
に
適
応
し
た
製
品
を
発
売

し
、
直
管
型
Ｌ
Ｅ
Ｄ
市
場
に

参
入
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
安

全
性
は
配
慮
で
き
た
が
、
本

格
普
及
の
契
機
に
な
る
か
と

い
え
ば
疑
問
符
が
付
く
。

　
最
大
の
問
題
は
コ
ス
ト
。

電
球
工
業
会
の
規
格
に
対
応

し
よ
う
と
す
る
と
、
器
具
の

改
造
工
事
が
必
要
と
な
る
。

蛍
光
灯
か
ら
の
更
新
に
か
か

る
費
用
は
１
本
数
万
円
か
ら

と
高
く
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
へ
の

交
換
の
よ
う
に
短
期
で
費
用

対
効
果
を
見
い
だ
す
こ
と
は

で
き
な
い
。
そ
れ
で
も

Ｌ

Ｅ
Ｄ
化

と
い
う
省
エ
ネ
イ

メ
ー
ジ
の
先
行
で
、
成
長
中

の
商
品
と
な
っ
て
い
る
。

　
家
庭
に
お
け
る
主
照
明
用

途
と
し
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
シ
ー
リ
ン

グ
ラ
イ
ト
の
市
場
も
急
伸
し

て
い
る
。

年
９
月
に
シ
ャ

ー
プ
が
製
品
化
し
て
以
来
、

東
芝
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
、
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
、
ロ
ー
ム
な
ど
各

社
が
参
入
し
て
商
品
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
も
充
実
し
て
き
た
。

今
で
は
量
販
店
の
照
明
器
具

売
り
場
で
最
も
目
立
つ
位
置

を
占
め
る
。
付
加
価
値
が
高

い
商
品
だ
け
に
販
売
に
も
熱

が
入
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
シ
ー
リ
ン
グ
ラ
イ

ト
に
は
消
費
者
か
ら
省
エ
ネ

だ
け
で
な
く

明
る
さ
を
演

出
す
る

機
能
も
認
め
ら
れ

て
い
る
。
多
く
の
製
品
が
暖

色
系
と
寒
色
系
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
デ

バ
イ
ス
を
交
互
に
配
し
、
そ

の
調
光
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て

部
屋
の
雰
囲
気
を
作
り
出
せ

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
廉
価

品
で
も
２
万
円
台
か
ら
と
い

う
現
状
。
従
来
の
蛍
光
灯
器

具
と
比
べ
て
極
端
に
低
消
費

電
力
と
は
言
え
ず
、
省
エ
ネ

の
点
で
費
用
対
効
果
を
求
め

る
に
は
時
期
尚
早
。
こ
の
た

め
本
格
的
な
普
及
に
は
時
間

が
か
か
る
と
も
み
ら
れ
る
。

　
急
い
で
照
明
器
具
本
体
を

変
え
な
く
て
も
、
安
価
で
手

軽
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
体
感
で
き

る
の
が
常
夜
灯
の
更
新
だ
。

小
丸
電
球
な
ら
数
百
円
で
Ｌ

Ｅ
Ｄ
電
球
に
取
り
換
え
る
こ

と
が
可
能
。
従
来
光
源
に
比

べ
て
９
割
の
消
費
電
力
で
も

同
等
の
明
る
さ
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
有
機
Ｅ
Ｌ
パ
ネ
ル
の
量
産

で
は
歩
留
ま
り
の
向
上
が
課

題
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
。
材
料
を
有
効
に
使
え
る

か
ど
う
か
は
量
産
コ
ス
ト
に

直
接
影
響
す
る
。
主
に
真
空

蒸
着
製
法
が
用
い
ら
れ
る

が
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
パ

ネ
ル
部
材
以
外
に
材
料
が
拡

散
す
る
の
が
難
点
。
量
産
効

率
向
上
に
は
装
置
や
プ
ロ
セ

ス
の
改
善
が
欠
か
せ
な
い
。

　
一
方
で
塗
布
に
よ
る
製
膜

で
生
産
効
率
を
大
幅
に
改
善

し
よ
う
と
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

も
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
メ

ー
カ
ー
が
三
菱
化
学
・
パ
イ

オ
ニ
ア
陣
営
だ
。
現
在
は
下

地
層
に
の
み
塗
布
を
組
み
合

わ
せ
て
い
る
が
、
発
光
層
の

形
成
に
も
塗
布
を
採
用
し
よ

う
と
開
発
を
進
め
て
い
る
。

　
有
機
Ｅ
Ｌ
パ
ネ
ル
を
主
照

明
と
し
て
使
う
上
で
は
、
発

光
効
率
の
改
善
が
大
き
な
課

題
と
な
る
。
現
段
階
の
発
光

効
率
は
白
熱
電
球
よ
り
高
い

も
の
の
、
蛍
光
灯
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
に
は
遠
く
及
ば
な
い
レ

ベ
ル
。
性
能
を
上
げ
る
カ
ギ

と
な
る
の
が
材
料
技
術
だ
。

　
量
産
に
向
け
て
ル
ミ
オ
テ

ッ
ク
や
Ｐ
Ｉ
Ｏ
Ｌ
は
、
発
光

層
の
材
料
に
リ
ン
光
材
料
を

一
部
採
用
し
た
。
特
に
Ｐ
Ｉ

Ｏ
Ｌ
は
赤
色
と
緑
色
の
発
色

に
リ
ン
光
材
料
を
用
い
た
。

両
色
と
組
み
合
わ
せ
て
白
色

を
表
現
す
る
青
色
は
、
ま
だ

リ
ン
光
材
料
が
実
用
レ
ベ
ル

に
達
し
て
お
ら
ず
、
従
来
の

蛍
光
材
料
を
使
っ
て
い
る
。

　
蛍
光
灯
の
置
き
換
え
と
し

て
同
等
も
し
く
は
そ
れ
以
上

ま
で
発
光
効
率
を
高
め
る
に

は
青
色
の
リ
ン
光
材
料
が
欠

か
せ
な
い
。
こ
の
た
め
同
材

料
の
開
発
動
向
に
世
界
中
か

ら
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　
全
リ
ン
光
の
有
機
Ｅ
Ｌ
パ

ネ
ル
が
製
造
で
き
れ
ば
、
後

は
光
の
取
り
出
し
効
率
を
高

め
る
基
材
の
開
発
だ
。
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
電
工
は
５
月
に
開

か
れ
た
国
際
学
会
「
Ｓ
Ｉ
Ｄ

２
０
１
１
」
で
現
時
点
で
世

界
最
高
の
１
２
８

毎

を

達
成
し
た
と
発
表
し
た
。
２

角
の
試
験
片
で
高
屈
折

率
の
半
球
レ
ン
ズ
を
用
い
て

実
現
し
た
と
い
う
。

　
次
世
代
照
明
の
も
う
一
方

の
主
役
が
有
機
エ
レ
ク
ト
ロ

ル
ミ
ネ
ッ
セ
ン
ス

Ｅ
Ｌ

パ
ネ
ル
だ
。
光
源
が
点
発

光
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
対
し
、
有
機

Ｅ
Ｌ
は
素
子

パ
ネ
ル

全

体
が
明
る
さ
を
持
っ
て
い
る

面
発
光
。
広
く
均
一
な
明

か
り
を
実
現
で
き
る
と
し

て
、
室
内
の
主
照
明
で
直
管

型
蛍
光
灯
置
き
換
え
の
本
命

視
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の

技
術
は
未
成
熟
。
量
産
実
績

も
乏
し
く
、
実
用
化
で
Ｌ
Ｅ

Ｄ
か
ら
約
５
―

年
遅
れ
て

い
る
と
も
言
わ
れ
る
。

　
そ
れ
で
も
２
０
１
１
年
は

照
明
用
有
機
Ｅ
Ｌ
の
量
産
元

年
と
な
っ
た
。
先
鞭
を
つ
け

せ
ん
べ
ん

た
の
が
、
世
界
初
の
専
業
メ

ー
カ
ー
と
し
て
三
菱
重
工
業

や
ロ
ー
ム
、
凸
版
印
刷
な
ど

の
出
資
で

年
に
設
立
し
た

ル
ミ
オ
テ
ッ
ク

山
形
県
米

沢
市

。
１
月
に
複
数
形
状

の
パ
ネ
ル
量
産
品
を
販
売
開

始
。
９
月
に
は
ハ
ン
ガ
ー
型

の
照
明
器
具
も
発
売
し
た
。

　
カ
ネ
カ
は
３
月
、
受
注
対

応
品
と
し
て
５
色
の
有
機
Ｅ

Ｌ
パ
ネ
ル
を
投
入
し
た
。

年
秋
に
は
、
有
機
Ｅ
Ｌ
パ
ネ

ル
の
量
産
技
術
を
持
ち
な
が

ら
も
破
た
ん
し
た
東
北
デ
バ

イ
ス

現
Ｏ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
青
森
、

青
森
県
六
ケ
所
村

を
買

収
。
同
社
に
独
自
の
製
造
技

術
や
材
料
技
術
を
投
じ
て
、

短
期
間
で
の
低
コ
ス
ト
量
産

に
つ
な
げ
た
。

　
三
菱
化
学
は
４
月
に
調
色

機
能
や
色
温
度
を
調
整
で
き

る
機
能
を
備
え
た
有
機
Ｅ
Ｌ

パ
ネ
ル
の
サ
ン
プ
ル
キ
ッ
ト

を
発
売
し
た
。

年
に
有
機

Ｅ
Ｌ
に
関
し
て
資
本
・
業
務

提
携
し
た
パ
イ
オ
ニ
ア
と
の

協
業
。
両
社
の
材
料
技
術
、

製
造
技
術
に
よ
る
相
乗
効
果

で
完
成
し
た
。

　
９
月
に
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

電
工
と
出
光
興
産
の
合
弁
会

社
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
出
光
Ｏ

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

Ｐ
Ｉ
Ｏ
Ｌ
、

大
阪
府
門
真
市

が
量
産
パ

ネ
ル
の
出
荷
を
始
め
た
。
平

均
演
色
評
価
数

Ｒ
ａ

以
上
、
１
平
方

当
た
り
の

輝
度
３
０
０
０
カ
ン
デ
ラ
は

量
産
の
有
機
Ｅ
Ｌ
パ
ネ
ル
で

は
最
高
水
準
だ
。


